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偕行会グループ 会長 川原 弘久 インタビュー記事（和訳）

世界にアピールする日本医療のパイオニア

日本を代表する医療グループである
偕行会グループは、世界各国からの
医療ツーリズム患者の受け入れ拡大に取り組んでいる

　日本の医療法人である偕行会グループは、1979 年にたった 1つの病院と 40 人の職員で発足した。
　それから 45 年後の現在、同グループは日本全国に幅広いサービスと 40 の異なる施設を展開し、2,500 人の
従業員を抱え、世界各国からの患者を治療するまでに成長した。健診、検査、治療のために海外からやって来
る顧客や旅行者を受け入れている同グループは、その世界的な評判をさらに高めようとしている。
　治療のために患者が海外に渡航する医療ツーリズムが増加傾向にある中、同グループは 2023 年の 241 億ド
ルから 2030 年には 934 億ドルに成長すると予測されるこの活況のマーケットシェアを拡大するために努力し
ている。病院だけでなく、画像診断施設、透析施設、介護施設も運営し、日本の新しい医療技術を開拓している。
　高度医療への注力は、グループ全体の優先事項である。偕行会は日本で初めて PET-CT 検査を臨床導入した
グループであり、経験豊富な医師チームの読影により、日本で最も精度の高い検査結果を誇っている。その高
度医療チームは特に、がん、心臓病、認知症などの主要疾患の発見と治療に取り組んでいる。
　たとえば、FDG-PET 診断技術は全身がん発見の鍵となり、アミロイド PETや SPECT は認知症をより正確
に鑑別し、FUS（集束超音波治療）は放射線を使わずに超音波を使って手の震えを治療することを可能にする。
その他にも、無症候性虚血性心疾患の早期発見のためのアンモニア PETの使用や、最近発見された希少疾患で
ある TGCV（中性脂肪蓄積心筋血管症）の早期発見のための先端技術、SPECT などがある。
　偕行会グループ会長の川原弘久氏は、同グループの成功と成長の鍵は医療機器の技術的なスペックではなく、
それを運用する施設とスタッフの質にあると考えている。「患者が一番求めることは安全性や満足度です。」と
川原氏は言う。このような方針により、同グループの国際的評価も高まっている。日本の医療の質は世界最高
水準にあるが、医療ツーリズム事業においては米国やシンガポールのような医療ツーリズム先進国には及ばな
い。しかし、偕行会が重要な役割を果たそうとしていることで、この状況は変わろうとしている。
　同グループの拠点である愛知県では、行政と医療機関が一体となって、医療ツーリズムの波に乗ろうと海外
からの患者向けにサービスや施設をアピールしている。同グループは近年、中国などから来日する患者に対す
る豊富な経験を生かしその先導役を担っている。偕行会の外国人患者数はCOVID-19 パンデミックの影響を受
けたが、現在再び増加しており、中部国際空港セントレアがシンガポール、フィリピン、ベトナム、タイなど
東南アジア諸国と直結していることも後押しして、今後も増加する見込みである。同グループのこの分野での
取り組みには、予約のサポートや英語、中国語、インドネシア語、スペイン語、ポルトガル語を話す通訳など、
一連のサービスを提供する専門チームが含まれており、この需要が強まるにつれて、さまざまな国からより多
くの患者を集めていきたいと考えている。「パンデミック以前から、日本では医療ツーリズムが伸びていました
が、残念なことに、日本の医療制度はそうした患者を受け入れられるほど十分に国際化されていませんでした。
私たちは医療を国際化するための部署を立ち上げ、私たちのサービスをホテルにアピールし、私たちが高度な
医療を提供していることを伝えようとしています。多言語対応も重要です。」と川原氏は言う。
　偕行会は、最高の環境で最高品質の医療を提供することで、患者の治療成績と顧客満足度の最適化を図り、
医療ツーリズム事業の発展を計画している。これまでの結果は、好意的なフィードバック、リピーター、海外
の患者からの定期的な紹介など、圧倒的にポジティブなものが多かった。川原氏は、医療はボーダーレスであ
るべきだと考えており、治療を必要とするあらゆる患者を助けたいと語っている。
　「自国の医療に満足していないにもかかわらず、日本の医療に関する正しい情報を見つけられていない人はま
だまだ大勢います。一人でも多くの患者さんに日本の医療へアクセスしてもらいたいのです。」と川原氏は語っ
た。


